
東北農林専門職大学

（共通留意事項）

○「認可（設置）時の計画」には認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」で記載した計画を記入ください。

○認可申請書に記載がなければ「記載なし」と記入ください。

○「履行状況」には報告時点で取り組んでいる事項（準備状況含む）を記入ください。

　　その際、「認可（設置）時の計画」から変更している場合は、変更した理由を具体的に記入ください。

① 入学者選抜

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

※入学者選抜において実際に各項目に該当する選抜を実施していればの結果と

受験者や合格者の内訳を差支えない範囲で記入ください。

・　多様性に配慮した選抜の実施有無、実施方法（定員枠、入試科目）

①学校推薦型選抜（指定校） ①学校推薦型選抜（指定校）

　本学が指定する山形県内の高等学校を卒業見込みであり、本学が 農業経営学科　受験者１１名、合格者１１名

指定する基準以上の学力成績があり、本学を専願しており、かつ農業 森林業経営学科　受験者１名、合格者１名

又は森林業の課題解決や持続可能な地域の発展に貢献する意欲が

あると高等学校長が認め、及び推薦する者を対象として実施する。

選抜は、調査書、面接及び志望理由書により行う。

募集人数は農業経営学科１２名、森林業経営学科４名。

②私費外国人留学生選抜 ②私費外国人留学生選抜

　日本語能力試験でＮ２以上の成績を修めた者又は相当と認められる 農業経営学科　受験者なし、合格者なし

日本語能力を有する者を対象として実施する。 森林業経営学科　受験者なし　合格者なし

選抜は、調査書、面接及び志望理由書により行う。

募集人数は農業経営学科１名、森林業経営学科１名。

（総合型選抜の募集人数の内数）

③社会人選抜の実施有無、実施方法（定員枠、入試科目） ③社会人選抜

　入学時点で満２２歳以上、かつ、勤務経験３年以上のものを対象と 農業経営学科　受験者１名、合格者１名

して実施する。 森林業経営学科　受験者1名、合格者1名

　選抜は、調査票、面接及び志望理由書により行う。

　募集人数は農業経営学科１名、森林業経営学科１名。

（総合型選抜の募集人数の内数）

② 臨地実務実習

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

※実施した結果生じた課題があれば、その解決策として講じた措置についても

記入ください。

・　実習先の確保の状況

　あらかじめ県の農業普及指導員及び林業普及指導員の訪問調査等 　実習先の確保の状況に変更なし。

により本選定基準を満たしていると確認された３０４農業経営体及び

５５森林業事業体を確保。

・　実習水準の確保の方策

　「学外実習運営委員会」において、実習実施計画を作成するとともに 　未実施。実施後に評価・検証を行う。

臨時実務実習の受入れが決まった実習先及び臨時実務実習指導者を

対象とした研修会を開催し、実習水準を確保する。実習中は巡回指導

により実習状況を評価・検証するほか指導教員チームが学生の学習

進捗状況の把握に努める。

・　実習先との連携体制

　本学の指導教員チームの教員と実習先の臨時実務実習指導者とが 　未実施。実施後に検証を行う。

連携して実習の指導を行い、学修効果を高める。また、臨時実務実習

が円滑に実施できるよう、実習前、実習中及び実習後の各場面に

おいて、東北各県の農業普及指導員、林業普及指導員が随時、地域

農林業の担い手育成に関する業務の一環として、学生に対し必要な

サポートを行う。

・　連携実務演習等

　記載なし
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東北農林専門職大学

③ その他

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

　・　同時に授業を行う学生数が40人を超える場合に講じる措置 　・　同時に授業を行う学生数が40人を超える場合に講じる措置

　記載なし 　全学生（43名）が一斉に受講する機会があるが、支障なく授業が実施てきている

 ・ 入学前の実務経験を単位に換算した場合、その実施状況

 　 （換算の対象とした実務経験の内容と、換算した単位数、適切な換算

　　　が行われていることを説明すること。また換算の根拠となる規定等

   　 も添付すること）

　記載なし
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